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【目的】生合成パスウェイ改変による物質生産性の向上には､遺伝子 ･代謝工学

的技術の開発のみならず､実験による試行錯誤を補完しうる､網羅的な知識 ･情

報を利用した生合成パスウェイの設計プラットフォームの構築が必要であり､こ

れを目的とした｡

【方法及び結果】既存の化学 ･反応 ･代謝パスウェイデータベースを利用し､化

学構造 ･反応のデータ表現並びに生合成パスウェイの再構築の各ステップにおい

て､要素技術の開発とユーザビリティの高い統合インターフェイスの開発を行っ

た｡すでに､非天然型を含む化合物に関して､生合成パスウェイの設計を行って

おり､新規性かつ実効性の高い生合成パスウェイが得られている｡

【考察】本研究で構築した設計プラットフォームは､汎用的な生合成パスウェイ

設計に有用なものと考えられる｡


